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２

平
成
二
十
二
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
成
立
す
る
移
行
型
地
方
独
立
行
政
法
人

に
関
す
る
第
六
十
三
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
の
見
出
し
中
「
児
童
手
当
」
と
あ
る
の
は
「
子
ど
も

手
当
」
と
、
同
条
中
「
児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
七
条
第
一
項
（
同
法
附
則
第
六
条

第
二
項
、
第
七
条
第
五
項
又
は
第
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

じ
。）」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
二
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律

第
十
九
号
）
第
六
条
第
一
項
」
と
、「
受
け
て
い
る
も
の
」
と
あ
る
の
は
「
受
け
て
い
る
も
の
（
同
法
第
九
条
の
規

定
に
よ
り
子
ど
も
手
当
の
額
の
全
部
又
は
一
部
を
支
給
さ
れ
て
い
な
い
者
、
同
法
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
子
ど
も

手
当
の
支
払
を
一
時
差
し
止
め
ら
れ
て
い
る
者
そ
の
他
同
法
附
則
第
三
条
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
を
除

く
。）」
と
、「
児
童
手
当
又
は
同
法
附
則
第
六
条
第
一
項
、
第
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
八
条
第
一
項
の
給
付
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
例
給
付
等
」
と
い
う
。）」
と
あ
り
、
及
び
「
児
童
手
当
又
は
特
例
給
付
等
」
と
あ
る
の

は
「
子
ど
も
手
当
」
と
、「
第
七
条
第
一
項
の
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
条
第
一
項
の
」
と
、「
第
八
条
第
二
項
（
同
法

附
則
第
六
条
第
二
項
、
第
七
条
第
五
項
又
は
第
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
と
あ
る
の
は

「
第
七
条
第
二
項
」
と
す
る
。

（
判
事
補
及
び
検
事
の
弁
護
士
職
務
経
験
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条

判
事
補
及
び
検
事
の
弁
護
士
職
務
経
験
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

（
平
成
二
十
二
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
特
例
）

６

平
成
二
十
二
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
九
号
）
の
規
定

に
よ
り
子
ど
も
手
当
の
支
給
が
さ
れ
る
弁
護
士
職
務
従
事
職
員
に
関
す
る
第
九
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

同
条
の
見
出
し
中
「
児
童
手
当
法
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
二
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関
す
る

法
律
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
児
童
手
当
法
」
と
、
同
条
中
「
児
童
手
当
法
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
二

年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
九
号
）
第
二
十
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
児
童
手
当
法
」
と
す
る
。

（
日
本
年
金
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
十
八
条

日
本
年
金
機
構
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
七
十
五
条
を
附
則
第
七
十
六
条
と
し
、
附
則
第
七
十
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
平
成
二
十
二
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
の
特
例
）

第
七
十
五
条

機
構
が
、
平
成
二
十
二
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律

第
十
九
号
。
以
下
「
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
」
と
い
う
。）第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用

さ
れ
る
児
童
手
当
法
第
二
十
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
権
限
に
係
る
事
務
及
び
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支

給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
第
二
十
二
条
第
八
項
に
規
定
す
る
事
務
を
行
う

場
合
に
お
け
る
第
二
十
三
条
第
三
項
、
第
二
十
六
条
第
二
項
、
第
二
十
七
条
第
二
項
及
び
第
四
十
八
条
第
一
項
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
三
条
第
三
項
中
「
児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）」と
あ

る
の
は
「
児
童
手
当
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
七
十
三
号
）（
平
成
二
十
二
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支
給

に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
九
号
。
以
下
「
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
」
と
い
う
。）

第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）」
と
、
第
二
十
六
条
第
二
項
中
「
児
童
手
当
法
」

と
あ
る
の
は
「
児
童
手
当
法
（
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ

れ
る
場
合
を
含
む
。）」
と
、
第
二
十
七
条
第
二
項
第
一
号
中
「
児
童
手
当
法
」
と
あ
る
の
は
「
児
童
手
当
法
第
二

十
二
条
第
三
項
及
び
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童

手
当
法
」
と
、「
及
び
同
条
第
八
項
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
児
童
手
当
法
第
二
十
二
条
第
八
項
及
び
平
成
二
十
二

年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
児
童
手
当
法
第
二
十
二
条
第
八
項
」と
、

第
四
十
八
条
第
一
項
中
「
児
童
手
当
法
」
と
あ
る
の
は
「
児
童
手
当
法
（
平
成
二
十
二
年
度
子
ど
も
手
当
支
給
法

第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）」
と
す
る
。

（
高
度
専
門
医
療
に
関
す
る
研
究
等
を
行
う
独
立
行
政
法
人
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
九
条

高
度
専
門
医
療
に
関
す
る
研
究
等
を
行
う
独
立
行
政
法
人
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
九
十
三

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
六
条
中
「
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
」
を
削
り
、「
受
け
て
い
る
も
の
」
を
「
受
け
て
い
る
も
の
（
同

法
第
十
条
（
同
法
附
則
第
六
条
第
二
項
、
第
七
条
第
五
項
又
は
第
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

の
規
定
に
よ
り
児
童
手
当
又
は
同
法
附
則
第
六
条
第
一
項
、
第
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
八
条
第
一
項
の
給
付
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
例
給
付
等
」
と
い
う
。）の
額
の
全
部
又
は
一
部
を
支
給
さ
れ
て
い
な
い
者
、
同
法
第
十
一

条
（
同
法
附
則
第
六
条
第
二
項
、
第
七
条
第
五
項
又
は
第
八
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定

に
よ
り
児
童
手
当
又
は
特
例
給
付
等
の
支
払
を
一
時
差
し
止
め
ら
れ
て
い
る
者
そ
の
他
平
成
二
十
二
年
度
に
お
け
る

子
ど
も
手
当
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
二
年
法
律
第
十
九
号
）
附
則
第
三
条
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

者
を
除
く
。）」
に
、「
児
童
手
当
又
は
同
法
附
則
第
六
条
第
一
項
、
第
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
八
条
第
一
項
の
給
付

（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
例
給
付
等
」
と
い
う
。）の
支
給
要
件
」
を
「
平
成
二
十
二
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手

当
の
支
給
に
関
す
る
法
律
第
四
条
に
規
定
す
る
要
件
」
に
、「
児
童
手
当
又
は
特
例
給
付
等
」
を
「
子
ど
も
手
当
」に
、

「
第
七
条
第
一
項
の
」
を
「
第
六
条
第
一
項
の
」
に
、「
）
の
認
定
」
を
「
）
に
対
す
る
認
定
の
請
求
」
に
、「
そ
の
認

定
」
を
「
そ
の
認
定
の
請
求
」
に
、「
第
八
条
第
二
項
（
同
法
附
則
第
六
条
第
二
項
、
第
七
条
第
五
項
又
は
第
八
条
第

四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
「
第
七
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
二
十
条

こ
の
附
則
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、政
令
で
定
め
る
。

総
務
大
臣

原
口

一
博

法
務
大
臣

千
葉

景
子

財
務
大
臣

菅

人

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

内
閣
総
理
大
臣

鳩
山
由
紀
夫

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

国
の
直
轄
事
業
に
係
る
都
道
府
県
等
の
維
持
管
理
負
担

金
の
廃
止
等
の
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

鳩
山
由
紀
夫

法
律
第
二
十
号

国
の
直
轄
事
業
に
係
る
都
道
府
県
等
の
維
持
管
理

負
担
金
の
廃
止
等
の
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に

関
す
る
法
律

（
砂
防
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
第
二
項
中
「
前
項
費
用
」
を
「
砂
防
工
事

ニ
要
ス
ル
費
用
」
に
改
め
る
。

第
四
十
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
十
九
条

第
十
四
条
第
二
項
ノ
規
定
ノ
平
成
二
十

二
年
度
ニ
於
ケ
ル
適
用
ニ
付
テ
ハ
同
項
中
「
砂
防
工

事
」
ト
ア
ル
ハ
「
砂
防
工
事
又
ハ
災
害
ニ
因
ル
危
険

ナ
ル
状
況
ニ
対
処
ス
ル
為
ニ
速
カ
ニ
施
行
ス
ル
コ
ト

ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ト
シ
テ
政
令
ヲ
以
テ
定
ム
ル
砂
防
設

備
ニ
係
ル
工
事
」
ト
ス

第
五
十
条
及
び
第
五
十
一
条
を
削
り
、
第
五
十
二
条

を
第
五
十
条
と
す
る
。

（
道
路
の
修
繕
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
条

道
路
の
修
繕
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年

法
律
第
二
百
八
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
二
条
第
三
項
た
だ
し
書
を
削
る
。

（
道
路
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中「
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
」

を
「
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
」
に
改
め
る
。

第
五
十
条
の
見
出
し
を「（
国
道
の
管
理
に
関
す
る
費

用
負
担
の
特
例
等
）」に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ

う
に
改
め
る
。

２

指
定
区
間
内
の
国
道
の
災
害
復
旧
に
要
す
る
費
用

は
、
国
が
そ
の
十
分
の
五
・
五
を
、
都
道
府
県
が
そ

の
十
分
の
四
・
五
を
負
担
す
る
。

第
五
十
条
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三

項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一

項
を
加
え
る
。

３

第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
区
間
内
の

国
道
の
維
持
、
修
繕
及
び
災
害
復
旧
以
外
の
管
理
に

要
す
る
費
用
は
、
当
該
都
道
府
県
又
は
指
定
市
の
負

担
と
す
る
。

第
五
十
三
条
第
一
項
中
「
維
持
、
修
繕
そ
の
他
の
管

理
」
を
「
災
害
復
旧
」
に
、「
か
ら
第
三
項
ま
で
」
を

「
、
第
二
項
又
は
第
四
項
」
に
、「
基
く
」
を「
基
づ
く
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
同
条
第
三
項
」
を
「
同
条

第
四
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

第
五
十
条
第
二
項
及
び
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規

定
の
平
成
二
十
二
年
度
に
お
け
る
適
用
に
つ
い
て

は
、
第
五
十
条
第
二
項
中
「
災
害
復
旧
」
と
あ
る
の

は
「
災
害
復
旧
又
は
安
全
か
つ
円
滑
な
道
路
の
交
通
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